
○リスク・レジリエンス工学学位プログラム(博士後期課程)レジリエンス原子力コース

俯瞰力養成科目

科目番号 科目名
授業
方法

単位数
標準履
修年次

実施学期 曜時限 担当教員 授業概要 備考

0AH0203
再生可能エネルギー工
学

1 2.0 1・2 秋AB 水1,2 安芸 裕久

現代社会において普及が期待されている再生可能
エネルギーとその関連事項について学ぶ。基礎的
な原理、最新の技術開発動向と課題、エネルギー
インフラ・システムにおける役割、エネルギーシ
ステム工学の基礎、ステークホルダーを含めた社
会への影響や再生可能エネルギーを中心とした街
づくりについて解説する。再生可能エネルギーの
現状と課題について多角的な視点から分析・理解
し、エネルギー・環境問題を解決できる能力を身
に付けることを目的とする。

再生可能エネルギーつ
いて学ぶ意欲があれ
ば、所属に関わらず、
様々な専門分野からの
受講を歓迎する。

オンライン(対面併用
型)

0AH0204
リスク・レジリエンス
工学概論

1 1.0 1 春AB 月3

青山 久枝,福島
幸子,柳生 智彦,
三崎 広海,高安
亮紀,面 和成,鈴
木 研悟,齊藤 裕
一,木下 陽平,鈴
木 勉,羽田野 祐
子,古川 宏,イリ
チュ 美佳,遠藤
靖典,岡島 敬一,
谷口 綾子,伊藤
誠,庄司 学,梅本
通孝,西出 隆志,
秋元 祐太朗,北島
創,干川 尚人,髙
橋 大成,CUI
ZIXIN

リスク・レジリエンス工学の対象とする範疇は環
境・エネルギー、都市防災減災、情報セキュリ
ティをはじめとして多岐に亘る。また、それらを
支える基礎理論も視野に入れなければならない。
そのため、リスク・レジリエンス工学に係る専門
分野を修得するためには自分自身の専門のリス
ク・レジリエンス工学における位置付けを明確に
する必要がある。そのため、本授業科目では、リ
スク・レジリエンス工学の基本的概念、リスクと
レジリエンスの定義、様々な分野におけるリス
ク、レジリエンスを実現させるための問題点と課
題・解決手法について、実践的な実例を取り上げ
ながら講述し、分野ごとの多様性と差違を理解す
る。本授業科目とリスク・レジリエンス工学基礎
とでリスク・レジリエンス工学の俯瞰的な視野を
涵養する。

対面

0AL5616
構造エネルギー工学特
別講義I

1 1.0 1・2 春C 集中

大住 道生,穂積
良和,牛島 栄,篠
﨑 由依,本田 奈
月

日本の社会を支える様々なインフラ,防災技術等
について,技術開発,マネージメント,維持管理,メ
ンテナンス,長寿命化,海外における事業展開等の
観点より,現場に携わっている講師陣が講述す
る。

世話人:武若,庄司

7/16,7/18,7/23,7/25,
8/1

対面

0AL5618
構造エネルギー工学特
別講義III

1 1.0 1・2 秋AB 集中 市川 和芳

発電電力量の約8割を化石燃料を用いた火力発電
に頼る我が国において、気候変動の要因である温
室効果ガスの削減は喫緊の課題である。本講義で
は、国内外の最新のエネルギー動向を踏まえ、低
炭素化に挑む最新の火力発電技術の取り組みに焦
点をあて、(1)最新のエネルギー情勢、(2)火力発
電の基礎、(3)革新的高効率技術(A-USC、IGCC、
燃料電池など)、(4)バイオマスエネルギー利用技
術、(5)ゼロエミッション化技術(CO2回収・利
用・固定化、水素利用など)について解説する。
また、これらを踏まえ、今後の我が国のエネル
ギーシステムのあり方について、議論を行う。

世話人:金子

対面

0AL5619
構造エネルギー工学特
別講義IV

1 1.0 1・2 秋C 集中 佐藤 博之

本授業では、第4世代原子炉のひとつであり、
1,000°C近い高温を取り出せ、優れた安全性を有
する高温ガス炉技術と高効率ガスタービン発電や
炭酸ガスフリーの大規模水素製造などの熱利用技
術を学習する。また、我が国のエネルギー情勢、
原子力と水素エネルギー開発の動向について紹介
する。

世話人:金子

オンライン(オンデマ
ンド型)

0AL5620
構造エネルギー工学特
別講義V

1 1.0 1・2 秋B 集中 吉田 啓之

原子力システム、特に発電用として活用されてい
る軽水炉(PWR、BWR)についてその概要を説明する
とともに、熱設計の方法やその課題を述べる。原
子炉内システムに関して熱流動(混相流熱流動)現
象に関連した数値シミュレーション、特に数値流
体力学について、その基礎を概説する。さらに数
値流体力学を熱設計に適用する際の課題について
示し、理解を深める。

世話人:金子

対面



0ALC000
リスク・レジリエンス
工学基礎

1 1.0 1 秋AB 月3

鈴木 研悟,三崎
広海,高安 亮紀,
面 和成,齊藤 裕
一,木下 陽平,鈴
木 勉,羽田野 祐
子,古川 宏,イリ
チュ 美佳,遠藤
靖典,岡島 敬一,
谷口 綾子,伊藤
誠,庄司 学,梅本
通孝,西出 隆志,
秋元 祐太朗,掛谷
英紀,髙橋 大成,
干川 尚人,CUI
ZIXIN

リスク・レジリエンス工学の対象とする範疇は環
境・エネルギー、都市防災減災、情報セキュリ
ティをはじめとして多岐に亘る。また、それらを
支える基礎理論も視野に入れなければならない。
そのため、リスク・レジリエンス工学に係る専門
分野を修得するためには自分自身の専門のリス
ク・レジリエンス工学における位置付けを明確に
する必要がある。そのため、本授業科目では、リ
スク・レジリエンス工学の基本的概念、リスクと
レジリエンスの定義並びに数学的定式化、リス
ク・レジリエンス工学における理論的基礎と発
展、理論の応用と具体的実例など、理論的側面に
重点を置きつつ、様々な側面をとりあげて概説す
る。本授業科目とリスク・レジリエンス工学概論
とでリスク・レジリエンス工学の俯瞰的な視野を
涵養する。

対面

0BLC506
リスク・レジリエンス
工学博士PBL演習

2 2.0 1 - 3 通年 随時

三崎 広海,高安
亮紀,面 和成,鈴
木 研悟,齊藤 裕
一,木下 陽平,津
田 和彦,鈴木 勉,
羽田野 祐子,古川
宏,イリチュ 美
佳,遠藤 靖典,岡
島 敬一,谷口 綾
子,伊藤 誠,梅本
通孝,西出 隆志,
秋元 祐太朗,吉田
光男,髙橋 大成,
干川 尚人,CUI
ZIXIN

リスク・レジリエンス工学に関するグループPBL
にアドバイザとしてコミットさせることにより、
問題の設定、プロジェクトのマネジメント、成果
のとりまとめ、発表までのプロセスを指導できる
能力を会得させる。

対面

0BLC507
リスク・レジリエンス
工学博士インターン
シップA

3 1.0 1 - 3 通年 随時

三崎 広海,高安
亮紀,面 和成,鈴
木 研悟,齊藤 裕
一,木下 陽平,津
田 和彦,鈴木 勉,
羽田野 祐子,古川
宏,イリチュ 美
佳,遠藤 靖典,岡
島 敬一,谷口 綾
子,伊藤 誠,梅本
通孝,西出 隆志,
秋元 祐太朗,髙橋
大成,干川 尚
人,CUI ZIXIN

リスク・レジリエンス工学に関する企業、官公庁
の研究所、非営利団体などの現場における短期・
中期にわたる就労体験を通じて自らの能力涵養、
適性の客観評価を図るとともに、将来の進路決定
に役立てる。

対面

0BLC508
リスク・レジリエンス
工学博士インターン
シップB

3 2.0 1 - 3 通年 随時

三崎 広海,高安
亮紀,面 和成,鈴
木 研悟,齊藤 裕
一,木下 陽平,津
田 和彦,鈴木 勉,
羽田野 祐子,古川
宏,イリチュ 美
佳,遠藤 靖典,岡
島 敬一,谷口 綾
子,伊藤 誠,梅本
通孝,西出 隆志,
秋元 祐太朗,髙橋
大成,干川 尚
人,CUI ZIXIN

リスク・レジリエンス工学に関する企業、官公庁
の研究所、非営利団体などの現場における長期に
わたる就労体験を通じて自らの能力涵養、適性の
客観評価を図るとともに、将来の進路決定に役立
てる。

対面

基盤

科目番号 科目名
授業
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0AL0300
ソフトコンピューティ
ング基礎論

4 2.0 1・2 春AB 水3,4
宮本 定明,遠藤
靖典

ソフトコンピューティングの諸技法は、人間の関
与する場面の多い状況、特にリスク解析において
その威力を発揮する。また、ソフトコンピュー
ティングの理論修得を通じて、従来のハードコン
ピューティングの諸技法に対する認識を深めるこ
ともできる。そこで、本講義では、ソフトコン
ピューティングのうちで特に重要と思われる、不
確実性理論、様相論理、ファジィ理論、ベイズ推
定、期待効用理論、プロスペクト理論、ファジィ
理論を中心に論じる。抽象的な理論のみならず、
現実問題への応用などにも言及する。

01CF120と同一。

オンライン(オンデマ
ンド型)



0AL0304 数理モデル解析特論 1 2.0 1・2 春AB 火5,6 高安 亮紀

非線形数理モデルの数値計算によるリスク検証手
法を紹介する。また数値計算に潜むリスクを制御
するための精度保証付き数値計算理論も紹介す
る。現象の数理モデルによる表現と計算機シミュ
レーションによる再現は、現在広く使われている
現象の解析手法であるが、数理モデルによる現象
の再現性を検証できなければ、現象の解析に思い
もよらないリスクが内在することになる。本講義
では数理モデルの信頼性検証方法として、数値計
算を利用したシミュレーションの手法について概
説し、特に数値計算の誤差に注目する。そして数
値計算で生じるすべての誤差を考慮して正しい結
果を導く数値計算法である「精度保証付き数値計
算」について講述する。

対面(オンライン併用
型)

0AL0601 固体力学特論 1 2.0 1・2 春AB 金5,6
亀田 敏弘,松田
昭博

最初にテンソルについて簡単に論じた後、固体の
弾塑性力学の基礎について述べる。例題を解くこ
とによって、実際の問題への応用についても述べ
る。

コア科目

対面(オンライン併用
型)

0AL0602 構造力学特論 1 2.0 1・2 春AB 水1,2
磯部 大吾郎,山本
亨輔

建築・土木、機械などの分野で構造材料として多
用されるはり材、板材などを対象とし、幾何学的
非線形性・材料非線形性を有する問題について考
える。

コア科目

要望があれば英語で授
業. 対面(オンライン
併用型)

0AL0603 振動学特論 1 2.0 1・2 春AB 金1,2
浅井 健彦,森田
直樹

モード解析(modal analysis)の考え方に基づき、
質点系ならびに連続体に対する振動理論の枠組み
を示す。さらに、確率論で振動現象を捉えた場合
の不規則振動解析のベースについて述べる。

コア科目

要望があれば英語で授
業. 対面

0AL0624 流体力学特論 1 3.0 1・2 春ABC 木1,2
武若 聡,白川 直
樹,京藤 敏達

流体力学におけるポテンシャル理論、ナヴィエス
トークス方程式の導出と粘性の効果、乱流等を講
述する。【ポテンシャル理論】速度ポテンシャ
ル、ベルヌイの定理、流れ関数、複素ポテンシャ
ル、等角写像、渦運動、翼理論等を解説する。
【ナヴィエストークス方程式】層流境界層解、運
動量積分方程式を導き、粘性の効果を理解する。
【乱流】レイノルズ方程式、対数則について説明
し、管路および乱流境界層の平均流速と抵抗則を
求める。さらに、境界層における乱流の発生の予
測方法、一様等方性乱流のコルモゴロフ理論、非
等方性乱流の構造等を紹介しする。

流体力学特論1または
流体力学特論2を履修
済みの者は履修できな
い。

コア科目

対面

0AL5303
リスクと安心の科学哲
学特論

1 1.0 1・2 春C 集中
甘利 康文,西出
隆志

本講では、リスク、レジリエンス等の研究領域に
おいて、分野を限定せずにどの分野にも共通する
「基本的な考え方」に関する示唆を与える。その
目的のために、概念などの物理的な実体をもたな
い曖昧な対象を体系的に扱うための「科学の考え
方」(科学哲学)を紹介するとともに、対象の種類
や分野を限定しない一般化した観点から、「セ
キュリティ」、「安全」、「安心」、そしてこれ
らを脅かす「リスク」などの概念について論考す
る。また、これらの概念の基盤となる「オペレー
ション」、「損失」、「有益」、「人と人との意
思伝達」、「技術」、「認識」、「存在」などの
基本的な考え方について論じるほか、実務家とし
ての観点、そして概念的観点から、「サービ
ス」、「社会」、「世間」などのリスク・レジリ
エンス研究の成果が適用される先についても、そ
の何たるかについて検討する。さらに、これらに
関する科学的な知見を、現に世の中で行われてい
る人々の営為に活かすための「工学」と、その知
見が結実した結果である「商品」のあり方につい
ても考える。

01CF214と同一。　

7/16，7/17，7/18

対面

0AL5306
ヒューマンファクター
特論

4 1.0 1・2
夏季休業

中
集中

安部 原
也,ALZAMILI
HUSAM MUSLIM
HANTOOSH,伊藤
誠,北島 創

リスク・レジリエンスに関するヒューマンファク
ターの諸問題について、基礎的概念・理論を説明
するとともに、具体的解決の方法について、自動
車の分野における研究動向を含めながら事例を解
説する。とくに、視覚などの人の知覚・認知の機
能に焦点をあて、基本的なメカニズム、運転行動
に与える影響、安全対策の立案法およびその効果
評価について、講義、演習を交えて学ぶ。加え
て、昨今話題となっている自動運転にも着目し、
自動運転の安全性を評価するための考え方や具体
的な手法を学ぶ。

8/30.8/31

対面



0AL5316
サイバーセキュリティ
特論

1 2.0 1・2 春AB 火3,4 面 和成

数理の情報科学への応用という観点で、ネット
ワークセキュリティ及び暗号技術など、サイバー
空間において情報セキュリティが応用される分野
に必要な技術について幅広く学修する。特に、サ
イバーセキュリティの基礎技術・関連技術を学
び、その応用力を身につけることをねらいとす
る。 合わせてそれが実際にどのように世の中に
役立っているかを理解することを目標とする。さ
らに、1. ネットワークシステムに潜む脅威と脆
弱性を理解する,2. ネットワークセキュリティ及
び暗号技術の基礎を習得する,3. 情報セキュリ
ティの応用技術を習得する,を受講生の到達レベ
ルとする。

対面(オンライン併用
型)

0AL5604 計算力学特論 1 2.0 1・2 秋AB 火3,4
松島 亘志,新宅
勇一

固体力学、流体力学、電磁気学等において広く用
いられている有限要素法の理論的基礎および実際
的な計算手法について講述する。

準コア科目

対面(オンライン併用
型)

0AL5612 地盤工学特論 1 2.0 1・2 春AB 火3,4 松島 亘志

本講義では,土粒子・水・空気の混相体である地
盤の複雑な力学挙動,それらを表現するための支
配方程式の構造,代表的な土の構成モデル,および
数値解析手法について解説する。

要望があれば英語で授
業. 対面(オンライン
併用型)

環境・エネルギー全般

科目番号 科目名
授業
方法

単位数
標準履
修年次

実施学期 曜時限 担当教員 授業概要 備考

0AL0305 数理環境工学特論 1 2.0 1・2 秋AB 金3,4 羽田野 祐子

環境中を移動する物質を長期にわたり追跡する場
合、放射性物質はたいへん役に立つ。放射性物質
は微量でも検出可能であり、放出場所はピンポイ
ントかつ短時間、また数十年にわたるモニタリン
グデータが多く存在するため、放射性ではない汚
染物質の移動のモデルとして使うことができる。
本講義ではこのような点に立脚し、環境動態モデ
リングについて学習する。あわせて、放射線計測
の基礎知識を身につける。

対面. オンライン(オ
ンデマンド型)

0AL0600
エネルギーシステム原
論

1 2.0 1・2 春AB 火1,2
岡島 敬一,石田
政義

幅広い側面を持つエネルギー問題と技術に対し、
エネルギー供給の概要および電力インフラ、ガス
インフラについて体系的に俯瞰できるよう講述す
る。また、電力系統 の需給調整と周波数制御,電
圧制御などシステムの供給信頼度がどのように
確保されているかについて解説する。

構造エネルギー工学学
位プログラムのコア科
目

対面

0AL5307
プロセスシステムリス
ク特論

1 2.0 1・2 春AB 金3,4 岡島 敬一

エネルギープラント・化学プラントのプロセスシ
ステムの概要と、関連するプラント事故・故障事
例を体系的に紹介し、望まれるリスク管理の具体
的な対策について論じる。また、各自によるプラ
ント大規模事故事例についての調査・発表を通
し、議論を進める。事故状況、発生現象と技術的
要因・対策などの検討・議論を通し、事故体系
化, プロセスの危険性解析法などを学ぶ。エネル
ギープラント・化学プラントのプロセスシステム
の概要ならびに関連するリスクおよび事故事例を
理解し、リスク管理について理解を深める。

少人数でのディスカッ
ション形式を取り入れ
るため、受入れ上限数
を14名とする。【受入
上限数14名】

対面

原子力

科目番号 科目名
授業
方法

単位数
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修年次

実施学期 曜時限 担当教員 授業概要 備考

0AL5321
エネルギーシステム解
析演習

2 1.0 1・2 春A
水5

水6

秋元 祐太朗

エネルギーシステムを例に実際の製品評価に用い
られる信頼性ソリューションツールを用いた信頼
性解析方法を身につける。また、燃料電池や電池
の診断・評価技術について、概要を理解するだけ
でなく、実際のデータを用いてPythonやExcelに
よる評価手法を身につける。

本演習はエネルギーシステムを対象としている
が、それだけでなく、将来の製品構成、プロセス
を理解したシステム信頼性解析手法やシステムの
診断評価技術を習得することを目指す。

対面

2024年度までの「シス
テム信頼性解析演習」
に相当。

0AL5322 原子力安全特論 1 1.0 1・2 秋C 集中
岡島 敬一,羽田野
祐子

沸騰水型炉など各種原子炉プラントの安全上の特
徴ならびに原子力安全に関する基本的な考え方に
ついて説明するとともに、シビアアクシデントに
ついて講述し、原子力規制について解説する。

オンライン(同時双方
向型)

0AL5605 原子炉構造設計 1 2.0 1・2 春AB 火5,6 松田 昭博

火力発電における高温設計、軽水炉をはじめとす
る原子炉の構造設計について、材料挙動や強度の
基礎から具体的な設計法および健全性評価法につ
いて講義する。

対面(オンライン併用
型)

0AL5607 混相流工学 1 2.0 1・2 秋AB 金5,6
文字 秀明,金子
暁子,金川 哲也

流動伝熱関連機器や資源環境分野等で重要な役割
を果たす混相流の特性と力学に重点をおき、その
概念と基本的性質、混相流の力学、流動波動特性
および計測法について述べる。さらに最近のト
ピックスについて討論する。

対面

地震・津波

科目番号 科目名
授業
方法

単位数
標準履
修年次

実施学期 曜時限 担当教員 授業概要 備考



0AL5315
災害リスク・レジリエ
ンス論

1 2.0 1・2 春AB 金5,6

藤原 広行,酒井
直樹,臼田 裕一
郎,青井 真,前田
宜浩,藤田 英輔,
山口 悟,飯塚 聡,
木下 陽平

各種自然災害を網羅する形で、個別の災害リスク
評価からレジリエンス向上のための災害対応技術
までを俯瞰した講義を行う。具体的には、概論、
地震・津波災害(リスク評価、対策技術、観測技
術、シミュレーション技術)、火山災害・地盤災
害(リスク評価、対策技術)、風水害・雪氷災害
(リスク評価、対策技術、情報共有・利活用技術)
について理解を深めた上で、レジリエンス向上の
ための総合戦略について、平時や災害時の実践事
例を交え学修する。

対面(オンライン併用
型)

0AL5611 耐震工学特論 1 2.0 1・2 春BC 火1,2
庄司 学,浅井 健
彦

耐震工学の基礎事項から最新の研究成果までを概
説する。前半は、地震の発震機構と伝播プロセ
ス、地表面の強震動、地震危険度評価について述
べる。後半は、地震動と構造物被害の関係、構造
物の非線形地震応答解析および耐震設計との関係
について述べる。

対面

0AL5615 複合構造特論 1 2.0 1・2 春AB 月1,2 金久保 利之

複合構造として鉄筋コンクリート構造に焦点をあ
て,その特徴を,構造様式や建設工法にしたがって
概説する。その後,線材,面材等の力学的性質を,
許容応力度設計法と限界状態設計法での利用に着
目して解説する。

対面

0AL5623 構造・固体CAE特別演習 2 2.0 1・2 秋AB 火5,6
松田 昭博,庄司
学,新宅 勇一,森
田 直樹

原子力工学分野の構造力学・固体力学に関連する
課題に対して、ワークショップ形式でプロジェク
トを実施する。具体的には、原子力発電所および
原子力関連施設を対象として、内部機器を選定
し、構造力学・固体力学に関連した先端的な数値
シミュレーション技術を用いて性能評価・安全性
評価を実施する。

オンライン(同時双方
向型)

0ANC331 侵食地形論 1 1.0 1・2 春C 木3,4 八反地 剛

山地や丘陵地を中心に、地表流の侵食あるいはマ
スムーブメントにより形成される地形について概
説する。また侵食・マスムーブメント現象を理解
する上で重要な斜面水文プロセスや岩石の風化作
用についても学ぶ。 具体的には、地表流、地下
水流、地中水流(表層崩壊)による水路の発生、表
層崩壊発生の時空間的予測、深層崩壊・地すべり
の発生機構と崩土到達の予測、 カルスト地域の
溶食プロセス、宇宙線生成核種と風化・侵食速度
について検討する。

西暦奇数年度開講。

0ANC373
地質災害・地層環境評
価論

1 1.0 1・2 通年 応談

恩田 裕一,津旨
大輔,五十嵐 康
記,高橋 純子,加
藤 弘亮

放射性廃棄物の最終処分方法である地層処分の概
要とその事業に関わる地球科学の基礎から地質・
地形・地下水流動等の評価方法について解説す
る。

0ANC425 地球ダイナミクス総論 1 1.0 1・2 春AB 月2
八木 勇治,氏家
恒太郎,奥脇 亮

固体地球のダイナミックな変動現象の実例の紹介
と、その現象の発生メカニズムの基礎について講
義する。前半では、プレートやスラブに作用する
力、プレートの動きと地震の関係、地震の発生過
程等について解説する。後半は、構造地質学・土
質力学に基づいた付加体形成の基本原理、断層岩
調査分析・レオロジー・摩擦実験・深海掘削に基
づいた沈み込み帯における巨大地震やスロー地震
の地質学的描像、発生プロセス、発生メカニズム
について解説する。本講義を通じて、固体地球変
動に関する知識と理解力および問題解決能力を向
上させる。

対面

リスクコミュニケーション

科目番号 科目名
授業
方法
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標準履
修年次
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0AL5310
リスクコミュニケー
ション

1 2.0 1・2 秋AB 木3,4
谷口 綾子,梅本
通孝

リスクコミュニケーションの本質と必要性を理解
するとともに、心理学・社会心理学における諸理
論や実務への適用事例などから、実際のコミュニ
ケーションの方法や留意点を理解する。具体的に
は、リスクの認知と受容、信頼の重要性、CAUSE
モデル、社会的ジレンマ等、理論を学ぶととも
に、土砂災害避難行動や交通渋滞緩和、環境配慮
行動に向けたリスクコミュニケーションの事例を
紹介する。また、関連文献の輪読やリスクコミュ
ニケーション施設の現地見学を行う。その上で、
受講生一人一人がテーマを選定し、講義や輪読、
現地見学で得られた知見を応用したリスクコミュ
ニケーション・ツールの提案を課す。

オンライン(オンデマ
ンド型). オンライン
(同時双方向型)

0AL5311
レジリエンス社会へ向
けての事業継続管理

1 2.0 1・2 春C 集中
真城 源学,谷口
綾子

事業継続管理(以下、「BCM」という)に関する基
本的知識体系10項目に基づいて、インシデント対
応(緊急対応)や事業継続計画策定の主要なコン
ポーネントを学修し、ツール、そして実用的な経
験を提供する。

教材は事業継続プログラムの開始とプロジェクト
管理、リスク分析、事業影響分析、戦略等をカ
バーし、更に組織が正常に事業を行うことを妨げ
る事象から、復旧しサバイバルする為の“備え”
が出来、支援が出来る演習・テストと計画の維持
管理、その手順を開発して導入するプログラムを
カバーする。

演習も含む

7/12.7/13.7/19.7/20

対面



防災・減災

科目番号 科目名
授業
方法

単位数
標準履
修年次

実施学期 曜時限 担当教員 授業概要 備考

0AL0605 災害情報学 1 2.0 1・2 春AB 木5,6
庄司 学,川村 洋
平

被害把握-災害対応-リスク分析という災害時にお
ける各フェーズで求められる災害情報の質、取
得・評価方法、及び、実装方法の最新動向につい
て講述する。

第6週から第8週の授業
日は、5月下旬から6月
上旬の集中講義扱いと
なる予定(川村担当)。

英語で授業。

対面(オンライン併用
型)

0AL5317
都市リスクマネジメン
ト論

1 2.0 1・2 春AB 金1,2
梅本 通孝,木下
陽平

都市域おける各種自然災害及び人為災害に関する
リスクマネジメントについて論じる。まず、ハー
ド・ソフト両面のバルネラビリティの観点から、
都市災害の意味と特性、各種災害による直接的な
被害と波及的な影響の諸様相等について解説す
る。その上で、リスクの同定、評価、処理などか
らなるリスクマネジメントのプロセスを踏まえ、
実在の都市における災害リスクを対象として、受
講者によるデータ分析・考察、適切な防災・減災
対策案の検討とその発表を行う。これらを通じて
都市災害のリスクマネジメントのあり方を議論す
る。

対面
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